
平成３０年１月号 和歌山工業高等学校定時制

平成３０年になりました。本年最初の行
事である３学期始業式が１月９日（火）に
行われました。
田村校長先生は式辞の中で『言葉の力』

について、次のように述べられました。
「朝日新聞社が毎年主催し行っている『私
の折々のことばコンテスト』の審査が昨年
１２月にあり、最優秀賞に熊本県立菊池農
業高校３年生の次の言葉が選ばれました。

『あんたの根っこ見つけて水やり続けるねん』

この生徒は、わざわざ大阪から熊本の農業高校を志望し進学しましたが、そのときご両
親や、担任始め多くの中学校の先生方から反対される中で、３年間一緒に花の世話をして
いた管理作業員さん一人だけが応援してくれたときの言葉です。この言葉の続きは

『自分の根は自分にしかわからへんねや』

彼女は今、全力で農業を学び、大学進学や将来の夢を見つけ充実した日々を送っている
そうです。生徒の皆さんも誰かの言葉に勇気をもらったことがないでしょうか。周りの多
くの理解者がかけてくれる『耳に痛い言葉』を大切に、心の支えとして頑張っていってほ
しいと思います。」というお話でした。

１月１７日（水）、全日制課程との共用棟である第４棟に、
ＩＣＴ（information and communication technology）環境を整
えた第２スマートルームが完成しました。全日制課程では、
既に本館第１スマートルームを積極的に活用した授業が行わ
れているようですが、いよいよ定時制課程でもＩＣＴを活用
した授業が可能になりました。
２５日（木）には、先生方を対象に第２スマートルームの

使用方法についての説明会が開かれました。（写真はそのと
きの様子です。）約１時間の説明会には、定時制からも多く
の先生方が参加し、
授業を想定しての試
用や質疑応答など、
有意義な説明会とな
りました。
今後は、定時制の

生徒が「よりわかる」
授業作りに向け、こ
の施設を積極的に活
用していきたいと考
えています。

 


